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1
9
8
2
年
の
初
訪
問

か
ら
現
在
ま
で
の
30
年
間

に
1
3
0
回
以
上
新
疆
ウ

イ
グ
ル
自
治
区
へ
。
そ
の

間
、
文
化
財
保
護
研
究
・

日
中
間
相
互
理
解
促
進
・

人
材
育
成
の
3
分
野
で
約

1
0
0
項
目
の
国
際
貢
献

を
実
践
し
て
き
た
。

　
い
ま
や
第
二
の
故
郷
と

　
素
敵
な
ひ
と
に
会
え
た
。
い
つ
も
ニ
コ
ニ
コ
笑
顔
で
〝
外
交
力
〟

抜
群
の
小
島
康
誉
さ
ん
。
大
東
京
の
品
川
駅
雑
踏
で
も
す
ぐ
に
そ
う

と
わ
か
る
。
30
年
に
わ
た
る
中
国
・
新
疆
ウ
イ
グ
ル
自
治
区
と
の
付

き
合
い
を
「
ご
縁
が
あ
っ
た
」
と
さ
ら
り
。も
う
ひ
と
り
は
あ
の
ザ
・

タ
イ
ガ
ー
ス
の
元
メ
ン
バ
ー
で
ド
ラ
ム
担
当
の
瞳
み
の
る
さ
ん
。
バ

ン
ド
解
散
後
、
高
校
の
中
国
語
教
師
と
し
て
30
余
年
間
教
壇
に
立

ち
、
そ
し
て
い
ま
再
び
音
楽
の
道
へ
。
お
ふ
た
り
に
30
年
の
中
国
へ

の
思
い
と
こ
れ
か
ら
の
人
生
に
つ
い
て
聞
い
て
み
た
。�

（
石
原
尚
）

　
あ
の
頃
一
世
を
風ふ
う

靡び

し

た
グ
ル
ー
プ
サ
ウ
ン
ズ
、

ザ
・
タ
イ
ガ
ー
ス
。「
ピ

ー
」
の
愛
称
で
ド
ラ
ム
を

担
当
す
る
ア
イ
ド
ル
だ
っ

た
。
4
年
間
の
バ
ン
ド
活

動
を
終
え
、
故
郷
の
京
都

に
戻
っ
た
後
の
40
年
を
ど

う
過
ご
し
た
の
だ
ろ
う
。

　「
大
学
・
大
学
院
（
修

士
・
博
士
）
時
代
の
10
年

間
は
ひ
た
す
ら
学
び
、
そ

の
後
30
余
年
間
は
高
校
教

師
と
し
て
慶
應
で
合
わ
せ

て
40
年
過
ご
し
ま
し
た
」

　
慶
應
高
校
で
今
で
は
一

番
人
気
の
第
2
外
国
語

「
中
国
語
」
科
目
を
創
設

し
た
。
参
考
書
を
何
冊
も

著
し
「
徹
底
し
て
発
音
に

な
っ
た
新
疆
・
ウ
ル
ム
チ

で
9
月
中
旬
、
小
島
さ
ん

の
新
疆
訪
問
30
周
年
を
記

念
す
る
自
治
区
政
府
主
催

の
多
彩
な
事
業
が
展
開
さ

れ
、
日
本
か
ら
小
島
さ
ん

ら
30
人
が
参
加
し
た
。
歓

迎
宴
、
自
治
区
書
記
と
の

会
見
、
座
談
会
に
記
念
碑

改
築
式
、
そ
し
て
記
念
本

の
出
版
（
右
写
真
）。
　

　
30
年
に
も
お
よ
ぶ
身
も

財
も
命
ま
で
も
惜
し
ま
な

い
「
不
惜
身
命
」
の
貢
献

が
評
価
さ
れ
た
の
だ
。

　「
新
疆
に
後
半
生
の
ほ

と
ん
ど
を
物
心
両
面
に
わ

た
っ
て
投
じ
た
が
、
悔
い

は
な
い
。
不
思
議
な
ご
縁

に
感
謝
し
て
い
ま
す
」

　
新
疆
と
の
〝
ご
縁
〞
の

き
っ
か
け
は
82
年
6
月
、

商
談
で
訪
れ
た
ト
ル
フ
ァ

ン
。
そ
こ
で
出
合
っ
た
人

情
と
豊
か
な
文
物
に
感
動

し
、
の
め
り
こ
ん
だ
。

　
そ
の
後
キ
ジ
ル
千
仏
洞

修
復
保
存
、
ニ
ヤ
遺
跡
学

術
調
査
、
奨
学
金
制
度
の

設
立
と
縁
は
深
ま
っ
た
。

　
ニ
ヤ
遺
跡
な
ど
砂
漠
で

の
学
術
調
査
は
日
中
間
の

最
大
規
模
の
文
化
財
保
護

研
究
事
業
と
し
て
大
き
な

成
果
を
あ
げ
た
。
小
島
さ

ん
は
自
ら
も
同
行
参
加
す

る
現
地
調
査
隊
の
日
本
側

隊
長
と
し
て
隊
の
派
遣
か

ら
、
現
地
政
府
や
実
務
担

当
者
と
の
交
渉
、
宴
会
の

セ
ッ
テ
ィ
ン
グ
、
膨
大
な

調
査
結
果
の
取
り
ま
と

め
、
原
稿
執
筆
な
ど
ま
で

す
べ
て
を
こ
な
す
。
中
国

で
最
近
よ
く
言
わ
れ
る

「
公
共（
民
間
）外
交
力
」

が
必
要
な
こ
と
ば
か
り
。

　
加
え
て
小
島
さ
ん
が
よ

く
口
に
す
る
の
は
「
至

誠
・
感
謝
・
縁
・
義
理
・

人
情
」。

　「
こ
れ
か
ら
は
『
日
中

友
好
カ
ン
パ
ー
イ
!
』
だ

け
で
な
く
、
日
中
共
同
で

事
業
を
進
め
る
時
代
。
日

中
友
好
を
ベ
ー
ス
に
第
2

段
階
が
日
中
相
互
理
解
、

そ
し
て
第
3
段
階
は
日
中

共
同
事
業
を
し
な
い
と
い

け
な
い
。
文
物
保
護
も
人

材
育
成
も
中
国
と
の
共
同

事
業
だ
と
私
は
と
ら
え
て

い
ま
す
」

　
今
は
東
北
の
被
災
地
を

全
力
で
応
援
す
る
毎
日
だ

が
、
11
月
末
に
は
フ
ラ
ン

ス
、
年
末
に
は
ま
た
ウ
ル

ム
チ
へ
。

　
国
民
的
な
ト
ッ
プ
ア
イ
ド
ル

だ
っ
た
瞳
み
の
る
氏
が
芸
能
界

を
去
っ
て
か
ら
歩
ん
だ
道
程
を

自
ら
記
し
た
。
中
国
の
歴
史
・

文
化
に
関
す
る
造
詣
の
深
さ
と

忌
憚
な
い
語
り
口
で
80
年
代
初

頭
の
北
京
の
雰
囲
気
を
伝
え
て

く
れ
る
。
ア
グ
レ
ッ
シ
ブ
な
ま

で
の
自
己
管
理
も
一
読
に
値
す

る
。
元
気
を
も
ら
え
る
本
。

　
2
0
0
8
年
6
月
、
中
国
で

1
、
2
を
争
う
名
門
高
校
、
北

京
四
中
の
2
年
生
4
0
0
人
が

来
日
。
う
ち
2
0
0
人
が
慶
應

高
校
を
訪
問
し
同
校
の
生
徒
と

交
流
し
た
。
日
中
の
高
校
生
は

何
を
話
し
、
何
を
感
じ
た
の

か
。日
本
修
学
旅
行
の
見
聞
録
。

『
大
愛
無
疆
―
小
島
精
神
与
新

疆
30
年
』（
大
き
な
愛
に
境
界

は
な
い
―
小
島
精
神
と
新
疆
30

年
）
2
0
1
1
年
／
新
疆
美
術

撮
影
出
版
社
／
58
元
／
中
国
語

『
シ
ル
ク
ロ
ー
ド
　
ニ
ヤ
遺
跡

の
謎
』
2
0
0
2
年
／
東
方
出

版
／
2
5
0
0
円
（
税
別
）

　
佛
教
大
学
ニ
ヤ
遺
跡
学
術
研

究
機
構
に
よ
る
13
年
間
に
9
回

の
調
査
概
要
を
紹
介

こ
だ
わ
る
」
指
導
で
同
校

は
高
校
別
中
国
語
履
修
者

数
で
全
国
ト
ッ
プ
に
も

（
09
年
度
）
な
っ
た
。

　「
教
え
る
こ
と
は
学
ぶ

こ
と
」
が
教
師
時
代
の
モ

ッ
ト
ー
。
好
き
な
言
葉
は

中
国
の
「
活
到
老
、
学
到

老
、
学
無
止
境
」（
生
き

て
い
る
限
り
学
ぶ
、
学
問

に
終
わ
り
な
し
）。「
学
問

だ
け
で
な
く
生
活
、
仕

事
、
愛
情
、
趣
味
…
何
に

で
も
当
て
は
ま
る
こ
と
」

　
実
際
、
35
歳
か
ら
2
年

間
北
京
大
学
に
留
学
。
55

歳
の
と
き
に
も
1
カ
月
の

短
期
留
学
を
し
た
。

　
そ
し
て
65
歳
の
今
、
再

び
音
楽
活
動
に
カ
ム
バ
ッ

ク
。
ま
さ
に
「
老
　
 ラ
オ

 フ

 ツ
ァ
イ
ラ
イ

虎
再
来

（
タ
イ
ガ
ー
ス
が
帰
っ
て

き
た
）」。
日
中
両
国
語
で

同
名
の
曲
も
作
っ
た
。

　
こ
の
9
月
に
ス
タ
ー
ト

し
た
バ
ン
ド
の
元
メ
ン
バ

ー
、
ジ
ュ
リ
ー
こ
と
沢
田

研
二
さ
ん
、
森
本
太
郎
さ

ん
、
岸
部
一
徳
さ
ん
と
全

国
ツ
ア
ー
の
真
っ
最
中
。

チ
ケ
ッ
ト
は
ほ
と
ん
ど
ソ

ー
ル
ド
ア
ウ
ト
。
1
月
24

日
、
東
京
武
道
館
の
最
終

公
演
ま
で
突
っ
走
る
。
　

　「
い
つ
か
中
国
で
タ
イ

ガ
ー
ス
の
大
規
模
な
コ
ン

サ
ー
ト
を
開
く
の
が
夢
」

　
音
楽
活
動
に
加
え
て
、

漢
文
の
話
や
大
ヒ
ッ
ト
曲

「
花
の
首
飾
り
」
の
関
連

で
北
海
道
八
雲
町
の
話
も

書
い
て
み
た
い
と
い
う
。

　
来
年
2
月
か
ら
、
中
国

文
化
と
音
楽
を
テ
ー
マ
に

し
た
ト
ー
ク
ラ
イ
ブ
を
全

国
各
地
で
行
う
予
定
。
　

　
タ
イ
ト
ル
は
も
ち
ろ
ん

「
老
虎
再
来
」。

老虎
再来

至誠30年の中国への思い胸に刻んで
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高校で学び直し、慶應大学で中国文学を専攻、
同大大学院修士課程修了。慶應高校で中国語と
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2010年春退職。京劇と日舞のコラボレーション
のプロデュースや歌曲の作詞・作曲・中国語訳
など日中で幅広く活動する

音楽活動を再開したザ・タイガースの元メンバー

ミュージシャン　人
ひと

見
み

豊
みのる

（瞳みのる）さん
新
疆
ウ
イ
グ
ル
に
身
・
財
・
命
か
け

浄
土
宗
僧
侶
　

小こ

島じ
ま

康や
す

誉た
か

さ
ん

中
国
の
エ
リ
ー
ト
高
校
生
日
本
滞
在
記

元
タ
イ
ガ
ー
ス
ド
ラ
マ
ー
の
高
校
教
師
が
実
現
し
た

日
中
高
校
生
交
流

ロ
ン
グ
・
グ
ッ
バ
イ
の
あ
と
で

ザ
・
タ
イ
ガ
ー
ス
で
ピ
ー
と
呼
ば
れ
た
男
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